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Chemother 25;63(8), 2019 
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25(11):886-893, 2019. Epub 2019 May 18 

18. Domon H, Hiyoshi T, Maekawa T, Yonezawa D, Tamura H, Kawabata S, 

Yanagihara K, Kimura O, Kunitomo E, Terao Y.: Antibacterial activity of 
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高齢者等ハイリスク者に対する長時間作用型ノイラミニダーゼ阻害剤 laninamivir 

octanoate hydrate のインフルエンザ発症予防効果 単施設における解析. 臨牀と研究. 
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剤感受性サーベイランス、The Japanese Journal of Antibiotics 72, 219-244, 2019 

5. 森永芳智、赤松紀彦、松田淳一、賀来敬仁、小佐井康介、栁原克紀: 微生物検査におけ

る Clostridioides difficile 分離状況と Bristol Stool Scale との関連性、日本嫌気性菌
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染制御委員会からの多剤耐性グラム陰性桿菌の感染管理に関連するアンケート報告、日本
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7. 賀来 敬仁, 栁原 克紀: 細菌検査室の進化と展望 全自動遺伝子検査システムの活用 
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生, 栁原 克紀: 日本化学療法学会 特定感染症全国サーベイランス事業 全国におけるグ

ラム陰性桿菌を原因とする血流感染症のアンケート調査 日本化学療法学会雑誌 67
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小宮 幸作、進藤 有一郎、林 達哉、平岡 政信、一般社団法人日本感染症学会気道

感染症抗菌薬適正使用委員会: 気道感染症の抗菌薬適正使用に関する提言. 感染症学

雑誌. 93 (5) 623-42, 2019 
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10. 太田賢治、賀来敬仁、栁原克紀: 次世代感染症診断法、医学のあゆみ、269(6), 2019 

11. 渕上 麻衣, 鶴田 一人, 長谷川 寛雄, 栁原 克紀: ワンランク上の血液学検査 血液疾

患におけるフローサイトメトリーの役割、臨床病理レビュー 161 号 Page114-121、2019 

12. 森 沙耶香, 渕上 麻衣, 佐々木 大介, 鶴田 一人, 長谷川 寛雄, 栁原 克紀: 造血

器腫瘍における微小残存病変の意義と検索法：Medical Technology 47 巻 12 号 

Page1264-1267、2019 

13. 谷口 広明, 長谷川 寛雄: 治療抵抗性 CML に対する HSP90 二量体化阻害薬の効果、

血液内科 78 巻 6 号 838-842、2019 

14. 岡田 侑也, 森永 芳智, 栁原 克紀: 臨床検査アップデート クロストリジオイデス・ディフィシ

ルのトキシン B 遺伝子検出、Modern Media、65、247、2019 

15. 岡田侑也、森永芳智、栁原克紀: 【感染症の初期治療に役立つ塗抹検査法とその解釈】取

り入れたい臨床微生物検査の知識 微生物検査にみられる自動化の方向性臨床と微生物 

(0910-7029)46 巻増刊 Page607-612、2019 

16. 鈴木 広道、森永 芳智: インフルエンザウイルス抗原検査の陽性率について 一般的に第 2

～3 病日で高くなる(Q&A)、日本医事新報 4972、53-54、2019 

17. 森永 芳智、青柳 哲史: 高齢者の肺炎予防に対してワクチン接種以外で注目されている予

防方法は? プロバイオティクスによる予防効果が得られる人がいる可能性はあるが、その特定が

課題(Q&A)、日本医事新報 4963、51-52、2019 

18. 森永 芳智: 【クロストリディオイデス(クロストリジウム)ディフィシル感染症-抗菌薬関連下痢症

の主役!】検査法と診断の考え方、薬事、61、775-779、2019 

19. 海端 悟、森永 芳智、栁原 克紀: 【血流感染症の抗菌薬選択-救命のためのターニングポイ

ント】血流感染症の検査と診断 真の原因菌同定のためのポイント、感染と抗菌薬 22、3-8、

201 

20. 森永 芳智、栁原克紀: 話題のくすり フィダキソマイシン、日本病院薬剤師会雑誌、55、

222-225、2019 

21. Gustavo Caballero-Flores，坂本 啓: 母乳による感染防御は IgA と IgG のどちらによる

ものか？ 実験医学 37(11):1800-1803、2019 

22. 國島 広之, 栁原 克紀: ガイドラインに基づく Clostridioides (Clostridium) difficile 感

染症の診断法について 培養検査、GDH 検査・トキシン検査による迅速診断キット、NAAT 検

査等がある 日本医事新報 4947 号  61-62, 2019. 

23. 賀来 敬仁, 栁原 克紀:【抗菌薬と個別化医療】薬剤耐性に関連する遺伝子検査

 Precision Medicine 2 巻 9 号 814-817, 2019. 

24. 石原 香織, 宇野 直輝, 栁原 克紀:【検査項目と異常値からみた-緊急・重要疾患レッドペ

ージ】(11 章) 感染性疾患・寄生動物疾患 敗血症 臨床検査 63 巻 4 号 548-549, 

2019. 

25. 赤松 紀彦, 栁原 克紀:【維持・継続まで見据えた-ISO 15189 取得サポートブック】



 8 / 8 

 

(Part.3) 5 章 技術的要求事項 5.7 検査後プロセス 微生物検査からみた「5.7 検査後

プロセス」 臨床検査 63 巻 10 号  1246-1247, 2019. 

26. 赤松 紀彦, 栁原 克紀:【抗酸菌検査 Update-現状と問題点】抗酸菌の検査法 核酸増

幅法を用いた検体中からの抗酸菌の検出 Medical Technology 47 巻 2 号 132-136, 

2019. 

27. 碇 比呂子, 栁原 克紀:【実践的感染症診療】薬剤感受性検査の読み方 Medical 

Practice 36 巻臨増 16-20, 2019. 

28. 古島早苗, 尾長谷喜久子, 恒任章, 井手愛子, 木村由美子, 賀来敬仁, 前村浩二, 江

石清行, 栁原克紀：パンヌスが原因であった大動脈弁位人工弁機能不全の 2 症例, 超音
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